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新新語

十番勝負

　インターネットオークションのひとつ。「ブランド品などが格安で手に入る」と話題を集める一
方、入札方法にギャンブル性があるとの指摘もあります。入札のたびに手数料（数十円から数百円）
がかかり、落札できなくても手数料がかかることから、10数万円も手数料をとられたという人もあ
らわれ、消費生活相談センターへの相談が急増しています。

ペニーオークション

■
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
、
と
言
い
ま

す
が
、
阪
神
大
震
災
の
記
憶
も
覚
め
や
ら
ぬ
間

に
、
未
曾
有
の
大
災
害
。
新
燃
岳
の
噴
火
、
チ
リ

や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
地
震
。
あ
ら
た
め
て
地

球
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
日
頃
の
備
え

の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

 

　

丸
山　

普
樹
（
吹
田
市
水
道
労
働
組
合
）

■
東
日
本
大
震
災
の
た
め
、
関
西
だ
か
ら
関
係
な

い
と
い
う
の
で
な
く
、
私
の
病
棟
で
は
節
電
を
し

て
い
ま
す
。
夜
の
ラ
ウ
ン
ド
時
に
は
詰
所
の
電
気

を
消
し
た
り
、
電
池
も
の
の
機
器
は
ま
め
に
電
源

を
切
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
気
の
持
ち
よ
う
で

す
ね
。
負
け
る
な
日
本
!!
今
こ
そ
心
を
一
つ
に
！

ガ
ン
バ
レ
日
本
!!

　

 

谷　

奈
奈
（
藤
井
寺
市
職
労
）

■
啓
発
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
禁
煙
区
で
注

意
す
る
と
い
つ
も
質
問
さ
れ
ま
す
。「
１
０
０
０

円
の
罰
金
は
誰
が
取
り
締
ま
っ
て
い
る
の
？
」
と

言
わ
れ
て
も
回
答
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
駐
禁
で

も
、
歩
行
困
難
者
が
多
く
い
る
の
に
、
歩
道
で
も

駐
停
車
し
て
、
買
い
物
や
パ
チ
ン
コ
に
行
っ
て
い

る
運
転
者
も
見
か
け
ま
す
。

 

　

桐
生　

孝
雄
（
茨
木
市
職
労
）

■
長
男
の
小
学
校
卒
業
に
三
男
の
保
育
所
修
了

と
、
涙
、
涙
の
３
月
で
し
た
。
４
月
か
ら
は
新
一

年
生
の
子
ど
も
た
ち
と
私
自
身
も
心
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

 

　

多
田　

桂
子
（
大
阪
府
職
労
）

■
東
日
本
大
震
災
、
本
当
に
大
変
で
し
た
ね
。
津

波
と
原
発
の
お
そ
ろ
し
さ
を
、
あ
ら
た
め
て
感
じ

て
い
ま
す
。

 

橋
谷　

行
世
（
八
尾
市
職
労
）

新新語

十番勝負

　「コストパフォーマンス世代」という意味。費用と効果のバランス感覚を意味し、高いブランド品より
も、使いやすく着やすいファーストファッションの方を選ぶのがその例です。早朝や昼休みを利用し
て、夜間よりも飲食費が安くつく合コンや婚活に参加したり、ルームシェアをする若者が増えていると
いいます。合理的ですが、背景には若者の低賃金も。

コスパ世代

タ
テ
の
カ
ギ

❶
今
日
の
次
の
日

❷
営
業
で
最
も
利
益
が
上
る
時
期

❸
額
の
多
い
こ
と
。
○
○
○
の
借
金

❺
○
○
に
ウ
グ
イ
ス

❻
一
家
に
○
○
○
○
の
男
児
誕
生

❽
詳
し
い
内
容
。
○
○
○
面
談

11
胃
の
温
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん

12
引
き
連
れ
て
い
く
人

15
路
傍
と
同
義
。
○
○
○
に
迷
う

16
う
ま
れ
か
わ
り
。
お
釈
迦
様
の
○
○

○
○

17
左
翼
の
対
。
○
○
○
団
体

20
楽
器
等
の
指
使
い

21
貴
人
の
住
宅
の
尊
敬
語
、
ま
た
立
派

な
大
邸
宅

23
春
の
七
○
○

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
漫
才
等
の
相
手
役

❹
進
化
論
で
環
境
等
に
適
応
す
る
も
の

が
残
存
す
る
と
い
う
自
然
○
○
○
説

❼
愛
玩
用
な
の
で
○
○
○
を
加
え
る
心

配
は
無
用

❾
兄
弟
姉
妹
の
娘

10
運
動
会
の
こ
と
を
こ
う
呼
ぶ
こ
と
も

13
お
前
と
○
○
の
仲
。
○
○
○
○
詐
欺

14「
こ
の
○
○
○
○
が
目
に
入
ら
ぬ

か
！
」

16
同
意
す
る
こ
と
。
趣
旨
に
○
○
○
○

す
る

18
内
の
対
。「
○
○
ま
わ
り
」

19
標
準
語
と
の
呼
称
も
あ
る

22
苦
は
○
○
の
種

24
危
う
い
所
に
は
近
づ
か
な
い
人

25
故
人
の
○
○
○
を
相
続
す
る

26
前
後
し
て
走
る
車
と
車
の
間
。
○
○

○
○
距
離

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」

「
職
場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の

余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０―

０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13―

15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
５
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
１

年
６
月
号
の
紙
面
に
掲
載

2
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
１
年
２
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
ニ
ホ
ン
コ
ウ

ク
ウ
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
58
通
の

解
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で
次

の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を

贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
一
井
久
枝
（
和
泉
市
職
労
）、
▼
乗

鞍
弘
仁
（
八
尾
市
職
労
）、
▼
出
淵
義

明
（
枚
方
市
職
労
）、
▼
桐
生
孝
雄（
茨

木
市
職
労
）、
▼
別
府
久
美
子
（
吹
田

市
労
連
）

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：被災者の支援にかけつけます

２月号の解答
「ニホンコウクウ」

共 済 コ ー ナ ー
◆ 加入者の声お寄せ下さい ◆
掲載者には図書カードをプレゼント！
○応　募： クロスワードパズルと同じ様

式・同住所へ。宛先は「大阪
自治体の仲間」共済本部

○応募の締め切り　４月末
○ 匿名希望、イニシャル希望などお書き
添え下さい。

　

２
０
１
１
年
６
月
１
日

か
ら
２
０
１
２
年
３
月
31

日
を
期
間
と
す
る
「
個
人

賠
償
責
任
共
済
」
の
募
集

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
今
年
度
新
組

合
員
の
方
で
す
。

　

「
自
転
車
ど
う
し
の
事

故
」
や
「
ス
ノ
ボ
」
な
ど

で
ぶ
つ
か
っ
た
際
に
相
手

に
対
し
て
損
害
賠
償
の
責

任
を
負
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
場
合
に
役
立
つ
共
済

で
す
。

　

掛
金
は
年
間
５
０
０
円

で
す
。

　

申
し
込
み
締
め
切
り
日

な
ど
詳
し
く
は
書
記
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
個
人
賠
償
責
任
共
済

個
人
賠
償
責
任
共
済
◆

新
組
合
員
を

対
象
に
募
集
中
！

フダツキ　カミツ
セン　ソインスウ
イ　カウント　ホ
コタイ　コクホウ
ウイスキー　ウ　
イ　イ　スイシツ
　キヨウ　シユク
サコク　ニユウシ

　大阪府職労は、児童虐待対策のために、児童相談所、女性相談セ
ンター職員の増員と一時保護所の増設に向けた調査費の計上をかち
とりました。労働組合として施設や人員が不足している実態を調
べ、府民向けの宣伝ビラを配布したり、児童虐待問題をテーマにし
た自治研集会も開催して、ねばり強く交渉を進めてきた成果です。
　「橋下府政の厳しい職場の中でも、労働組合が根拠をもって行動
すれば、山は動く」と、職場の仲間は確信を深めています。

　

守
口
市
職
労
は
２
月
28
日
に

公
民
館
夜
間
嘱
託
職
員
分
会
を

結
成
し
、
当
局
の
「
雇
い
止

め
」
の
提
案
を
押
し
返
し
ま
し

た
。
守
口
市
の
公
民
館
で
は
、

夜
間
受
付
な
ど
の
業
務
は
嘱
託

職
員
が
従
事
し
て
い
ま
す
。
民

間
委
託
を
ね
ら
う
当
局
は
、
65

歳
ま
で
雇
用
更
新
が
さ
れ
て
き

た
嘱
託
職
員
に
「
雇
い
止
め
」

を
通
告
し
て
い
ま
し
た
。
市
職

労
は
「
首
切
り
を
阻
止
す
る
た

め
に
組
合
に
入
ろ
う
」
と
働
き

か
け
、
多
数
の
仲
間
が
加
入
し

ま
し
た
。
福
田
分
会
長
は「
当

局
と
毅
然
と
立
ち
向
か
い
、筋

を
通
す
組
合
だ
か
ら
入
っ
た
。

４
月
に
採
用
さ
れ
た
新
し
い
仲

間
も
ぜ
ひ
組
合
に
迎
え
入
れ
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

八
尾
市
職
労
が
、
住
民
団
体
と
と
も
に
㈳
大
阪
自

治
体
問
題
研
究
所
の
協
力
を
得
て
、「
き
ず
な
と
自

治
が
い
き
づ
く
ま
ち
・
八
尾
〜
市
民
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
提
言
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。「
提
言
」
で
は
、

市
政
評
価
、
環
境
・
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
経
済
、
教

育
、
保
育
、
福
祉
、
医
療
、
人
権（
同
和
）、
市
財
政

な
ど
、
八
尾
市
政
に
関
わ
る
課
題
に
つ
い
て
実
態
調

査
を
行
い
、
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
分
析
と
提
言

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
八
尾
市
職

労
ま
た
は
㈳
大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
ま
で
。

「根拠をもって行動すれば、山は動く！」

（大阪府職労）
児童虐待対策で児童福祉司など専門職の増員かちとる

「きずなと自治がいきづくまち・八尾
　～市民からのまちづくり提言」を発刊

公
民
館
夜
間
嘱
託
職
員
分
会
を
結
成

（守口市職労）

「
雇
い
止
め
」の
提
案
を
押
し
返
す
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